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【概要】 

東京農業大学・生物産業学研究科（北海道網走市）、千葉県立中央博物館（千葉県千葉市）、

首都大学東京・都市環境科学研究科（東京都八王子市）、NPO 法人「森は海の恋人」（宮城

県気仙沼市）からなる研究グループが、気仙沼市の河川において、十脚目甲殻類（エビ類）

の新種を発見し、国際専門誌 Zootaxa で公表されました。 

 日本国内で“川えび”と称される淡水性のエ

ビ類のうち、テナガエビ科にはスジエビ属と

テナガエビ属が知られています。これまでに

国内の淡水域に生息しているスジエビ属はス

ジエビ Palaemon paucidens 1 種のみでしたの

で（外来種を除く）、この新種は２種目の淡水

性スジエビ類となります。分布域が東北や北

海道にあることから、本新種をキタノスジエ

ビ Palaemon septemtrionalis と命名しました

（図１）。 

 

 

 

【詳細】 

東京農業大学、首都大学東京、NPO 法人「森は海の恋人」では、東日本大震災の津波と

地盤沈下によって創出された湿地およびその周辺水域の保全を主目的とした調査の一環で、

2012 年から宮城県気仙沼市において底生動物（ベントス）相のモニタリングを行っていま

す。その過程で、東京農業大学大学院の加藤木侑一（博士後期課程１年）が、スジエビ属に

分類されるものの、これまでに報告のない形態的特徴を持ったエビを採集しました。 

図１．キタノスジエビ 

第二胸脚のハサミ部（矢印）の長さが特徴 



この採集標本は国内で広く分布しているスジエビ属のスジエビ Palaemon paucidens De 

Haan 1884 に形態的に酷似するものの、胸脚のハサミ部（図１、２）がスジエビよりも⾧い

という特徴が見られました。そこで、十脚目甲殻類分類学を専門とする駒井智幸博士（千葉

県立中央博物館）に協力を依頼して標本を精査した結果、その特徴は種の違いを反映したも

のであることが明らかとされ、新種として公表されることになりました。ミトコンドリア

DNA の 16S rRNA 遺伝子の配列による分子系統解析からも、この結果が支持されています。 

千葉県立中央博物館、国立科学博物館に所

蔵されている標本および日本 DNA データバ

ンク（DDBJ）に登録されている塩基配列情報

から、本新種は北海道から兵庫県までの日本

海側と青森県から宮城県までの太平洋側に分

布することが分かりました。本新種の学名に

ついては、北海道～東北地方に分布するとい

う点を考慮し、ラテン語で「北方の」を意味す

る septemtrionalis を 用 い て Palaemon 

septemtrionalis とし、和名をキタノスジエビ

としました。 

スジエビ属のエビは世界で 87 種が知られており、日本国内では在来の 11 種と、近年、

国内に侵入した外来種チュウゴクスジエビの計 12 種が報告されていました。このうち、河

川や湖沼に生息する淡水性種は、外来種チュウゴクスジエビを除けばスジエビのみでした

ので、本新種キタノスジエビは２種目の国内在来の淡水性種となります。 

 

 

【本研究のポイント】 

 日本人にとって川に棲むエビ類は“川えび”という呼称でもって、産業的にも文化的にも古

くから馴染みのある動物です。その中でも、スジエビは国内では北海道から九州まで広く分

布しているので、 “川えび” を代表する一種と言えるでしょう。今回発見した新種キタノス

ジエビは、スジエビと形態的に酷似していることから、これまで種として見過ごされてきた

“川えび”であると考えられます。スジエビとされていたエビ類の遺伝的な変異については、

研究者の間では古くから知られており、本研究はその変異が別種レベルの変異であったこ

とを形態学と分子系統解析の両面から明らかにしたものです。 

本研究の成果は、進化的観点および保全的観点から興味深い発見でもあります。新種キタ

ノスジエビは地理的に広く分布していますが、少なくとも今回調査した宮城県気仙沼市周

辺の複数の河川では、本新種が生息する河川は限られていました。つまり、新種キタノスジ

エビの地域的な分布には、河川環境の性質が関係していることが推察されます。なぜ、この

図２．第二胸脚のハサミ部の拡大図 



ような分布様式になったかについては、本種の進化的背景も含めて大きな疑問です。また、

現在調査中ですが、この新種は生活史の一時期をやや塩分のある汽水域で過ごすため、河口

域の湿地の保全状態との関係も推察されます。したがって、新種キタノスジエビの生態特性

は、今後、明らかにしていく意義が大きいと考えています。 
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